
 

平成１７年度北海道ブロック水産業関係試験研究推進会議・増養殖部会報告書 
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１．開催日時及び場所  日時：平成１７年１１月１５日（木）１３：３０～１７：００ 

            場所：ＫＫＲ札幌（札幌市中央区北４条西５丁目１） 

 

２．出席者所属機関及び人数  １０機関２０名 

 

３．結果の概要 

 

  議   題 

 

            結 果 の 概 要 

開 会 

 

 

挨 拶 

 

 

 

議 事 

（１）報告事項 

 １）調査研究を巡

る情勢 

 

 

 

 

 ２）研究課題情報

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３）連絡会議等活

動報告 

海区水産業研究部長が開会の宣言が行い、以下の議事進行を行っ

た。 

 

 所長から本会議の主旨は具体的な研究の情報交換を緊密にし、水

域の水産研究を効率的に進めることとの説明があった。また、水研

では現在、中期計画見直しを行っており、目に見える形での地域貢

献を求められているとの紹介があった。 

 

海区水産業研究部長から、資料にそって情勢報告、グランドデザ

インについて説明を行った（栽培センターの課題も含む）。資源培

養研の次期交付金一般研究の小課題はニシンとマツカワのどちら

かとなるという説明を行った。これに対し、稚内水試増殖部長から

石狩湾系ニシンに関する研究の現状報告がなされ、北水研によるニ

シン研究の推進に期待感が表明された。 

 

 海区水産業研究部長から、道水試を中心とした課題の現状分析が

なされ、個々の研究課題について内容確認を行った後に、情報交換

がなされた。この中で、網走水試増殖部長からホタテ貝種苗の足糸

部異常（黒いカサブタ様のもの）が問題になっているとの報告があ

った。また、中央水試増殖部長から、ホタテ貝に対する疾病対策が

求められているとの報告があった。ホタテ貝に対するこれらの報告

を受け、北水研として情報の収集、対策等予算の確保に向け検討す

ることとなった。 

 

・マツカワランチング連絡会議活動状況報告 

 マツカワ栽培漁業高度化のための標記連絡会議における活動状

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）協議事項 

 １）要望事項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）研究成果情報

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他 

 

 

（４）閉会  

 

況に関して、北水研から水研センター交付金プロジェクトへ応募中

の「高多様性種苗生産技術を導入したマツカワ属の希少資源復元型

栽培漁業の構築」について、課題組み立て内容及び審査の状況等の

説明があった。 

・ブラウンベルト構想連絡会議活動状況報告 

 昨年度の幹事会報告と今後のスケジュールについて報告がなさ

れ、作業部会において外部資金獲得の検討を開始することが報告さ

れた。 

 

１．遺伝的多様性に関する調査・研究について 

網走水試増殖部長から、遺伝的多様性保全に向けた調査研究につ

いての紹介があり、北水研に情報提供を求めるとともに、今後力を

入れて研究してほしいとの要望があった。これについて、人材育成

、機器の共同利用、水研による研修、水研センターにおける研究内

容の紹介希望、等に関する意見交換がなされ、今後連携を組んで効

率的に進めることが確認された。  

 

２．予算獲得に向けた研究の方向性について  

 海区水産業研究部長から、水研及び水産庁関連研究予算の枠組に

ついて説明がなされた後に、農林水産研究基本計画の説明があり、

成果のアウトプットを一次生産者から国民全体という視点にシフ

トしてきているとの説明があった。また、中央ブロックでは極沿岸

域の環境変動に関する研究の要望が強かったので、北海道でもこの

分野に取り組むのも一つの方向かとの意見が示された。その後若干

の議論がなされ、この問題については今後も議論を深めていくこと

が申し合わされた。 

 

増養殖部会対象の３課題（中央水試、厚岸、北水研）について、

コメントへの対応が説明され了承された。中央水試増殖部長から、

成果情報の検討は増殖部会では無く、事務手続きだけで良いのでは

との意見が出た。これに対し所長から専門的な検討は部会で実施し

ていただくしかないが、具体的な方法は部会構成者で検討して頂き

たいとの発言があった。実施方法については次年度までに検討する

ことになった。 

 

北水研海区水産業研究室長から、アサリ連絡協議会の情報を後日流

したいとのアナウンスがあった。  

 

 北海道区水産研究所海区水産業研究部長が閉会を宣言した。 

 



 

 

 


